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書 評

パ ル ・ ヴ ァ ン ナ リ ー レ ア ク 著 、 岡 田 知 子 訳

『 カ ン ボ ジ ア

　

花 の ゆ く え 』

段 々 社

　

本 書

は
、
カ ン ボ ジ ア の

女 性 作 家

パ ル

・
ヴ ァ ン ナ リ ー レ ア ク

氏

（
一 九 五 四 年 生

ま れ

）
が
一 九 八 八 年

に
発 表

し た

長 編 小 説

で あ る

。
カ

ン ボ ジ ア

現 代 文 学

の
長 編 小 説

と し て

初
め て の

邦 訳

に な る

。

　

こ の

小 説

は

1 4の
見 出

し で

構 成

さ れ て お り

、
物 語

は ポ ル

・
ポ ト

時 代

終 焉 数

カ
月 後

の
一 九 七 九 年 五 月

か ら

一 九 八 一 年

あ た り ま で を

現 在 時

点
に
進 行

す る が

、
見 出

し
中
の
「
２
資 産 家

の
娘
」
か ら

「
９

 黒
い
世
の

終
わ り

」
ま で の

部 分

は
女 性 主 人 公

に よ る

過 去 回 想

の
形
で
描
か れ

、
時

間
の
長
さ は

一 九 七 五 年

の ロ ン

・
ノ ル

政 権 末 期

か ら

一 九 七 九 年 一 月

の

ポ ル

・
ポ ト

政 権 崩 壊

ま で の

四 年 間

に
及
ぶ
。
こ の

回 想

が
物 語 全 体

の
約

六 割

を
占
め る

。

　

こ の

小 説

の
原 題

は
「
闇
は
去
っ た

」
で あ る

。
邦 訳

タ イ ト ル と の

相 互

関 係

を
気
に し つ つ

、
読 者

は こ の

小 説

を
読
み す す め る こ と に な る

。
原

題
に あ る

「
闇
」
と は

当 然

、
ポ ル

・
ポ ト の

暗 黒 統 治

を さ す も の と

思
い

描
き つ つ

、
読
み す す め る と

、
途 中

で
、
必
ず し も そ う で は な い こ と に

気
づ か さ れ る

。
ポ ル

・
ポ ト も

「
闇
」
で あ る こ と に ち が い は な い が

、

こ の

「
闇
」
は む し ろ

女 性 主 人 公

の
心
の
「
闇
」
な の で あ る

。

　

こ の

小 説

に は

、
主
な
登 場 人 物

が
九 名 登 場

す る

。
物 語

は
、
女 性 主 人

公
ミ ア ル ダ イ と

青 年

ボ ラ イ を

中 心

に
展 開

す る

。

　

物 語

は
、
ボ ラ イ の

故 郷

の
家
の
様 子

か ら

始
ま る

。
ボ ラ イ の

家
に は ミ

ア ル ダ イ が

身
を
寄
せ
、
彼
の
母 親

の
仕 事

の
手 伝

い を し て い た

。
家
を
留

守
に し て い た ボ ラ イ は プ ノ ン ペ ン か ら も ど る と

、
祖 国

の た め に

入 隊

の
決 意

を し た こ と を

告
げ る

。
ボ ラ イ の

希 望

で
一 家

は プ ノ ン ペ ン に

移

り
住
む こ と に な る

。
ミ ア ル ダ イ は

三 年

あ ま り

遠
ざ か っ て い た

生
ま れ

故 郷

プ ノ ン ペ ン に も ど る こ と に

言
い
知
れ ぬ

感 慨

を
覚
え る

。  「

彼 女

の

思
い は

、
少 女 時 代

の
苦 々

し い

思
い
出
へ と と ん だ

。  」  （

p.
1
7

）

　

以 下

に
、
上
に
述
べ た

見 出

し
２
か ら

９
に い た る ミ ル ア ダ イ の

長
い
長

い
過 去 回 想

を
要 約

し て み よ う

。

　

「
ミ ア ル ダ イ

（  「

十 六 歳

ぐ ら い の す ら り と し た

娘
」  ）

は
小
さ い

時
に

母 親

を
亡
く し

、
教 育 者

で
資 産 家

の
父 親

ソ コ ン に

育
て ら れ た

。
ソ コ ン

は
仕 事

に
追
わ れ

、
ミ ア ル ダ イ の

教 育

に ま で

手
が
回
ら ず

、
そ の せ い か

ミ ア ル ダ イ は

勝
ち
気
な お

転 婆 娘

に
育
つ
。
ソ コ ン は あ る

日
、
暴 漢

に
襲

わ れ た

時
、
一 人

の
大 学 生

に よ っ て

難
を
救
わ れ る

。
そ の

青 年

が
旧 友

の

息 子

ボ ラ イ で あ る こ と が わ か り

、
ソ コ ン は そ の

苦 学 生

を
家
に
同 居

さ

せ る

。
ミ ア ル ダ イ は ボ ラ イ を

見 下

し
、
威 圧 的

な
態 度

を
取
る
。
ボ ラ イ

は
十 三 歳

の
時
に
、
地 方 裁 判 所

の
裁 判 長

を し て い た

父 親

を
不 幸

な
事 件

で
失
い
、
母 親

が
故 郷

で
貧
し い

生 活

を
送
っ て い た

。
ま た

、
故 郷

に は

彼

が
結 婚

し た い と

願
う
恋 人

チ ャ ン ナ ー が い た

。

　

ミ ア ル ダ イ の

父
に は

税 関

の
高 官

を す る

兄
が い た

。
そ の

兄 夫 婦

に は

し っ か り

者
の
長 男

と
派 手 好

み の

次 男

と い う

性 格

の
対 照 的

な
二 人

の
息

子
が い た

。
し か し

、
そ の

兄
は
長 男

の
結 婚 後

ほ ど な く

世
を
去
っ て い た

。

　

一 九 七 五 年

に は ポ ル

・
ポ ト の

解 放 軍

が
攻 勢

を
強
め て い た

。
四 月

、

つ い に ロ ン

・
ノ ル

政 権

の プ ノ ン ペ ン は

陥 落

し
、
以 後 四 年 近

く に お よ

ぶ ポ ル

・
ポ ト の

暗 黒 時 代

が
始
ま る

。
プ ノ ン ペ ン の

住 民

は
労 働 力

と し

て
、  「

新 人 民

」
の レ ッ テ ル の も と

地 方

に
強 制 連 行

さ れ る

。
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プ
ノ
ン
ペ
ン
を
追
わ
れ
た
ソ
コ
ン
親
子
、
ボ
ラ
イ
た
ち
に
も
地
方
で
の
強
制

労
働
が
待
っ
て
い
た
。
救
命
策
と
し
て
、
ソ
コ
ン
は
ボ
ラ
イ
と
ミ
ア
ル
ダ
イ
を

夫
婦
と
し
て
登
録
さ
せ
る
。
ミ
ア
ル
ダ
イ
は
苛
酷
な
労
働
に
耐
え
ら
れ
ず
、
重

病
を
患
う
。
さ
ら
に
は
彼
女
は
、
仲
間
を
庇
お
う
と
し
た
父
が
口
答
え
を
理
由

に
オ
ン
カ
ー
の
手
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、不
幸
の
淵
に
沈
む
。

医
薬
品
も
な
く
、
死
を
待
つ
ば
か
り
の
彼
女
は
時
計
と
引
き
替
え
に
女
医
師
か

ら
も
ら
っ
た
薬
で
一
命
を
取
り
留
め
、
回
復
に
向
か
う
。
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
は

や
が
て
、
ベ
ト
ナ
ム
軍
に
支
援
さ
れ
た
救
国
民
族
統
一
戦
線
に
よ
っ
て
崩
壊
に

追
い
込
ま
れ
る
。
そ
れ
は
一
九
七
九
年
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ミ
ア
ル
ダ
イ
、
ボ
ラ
イ
た
ち
は
こ
う
し
て
闇
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
し
か
し
、

ミ
ア
ル
ダ
イ
は
父
親
の
死
と
い
う
闇
に
心
を
覆
わ
れ
る
。
ま
た
、
彼
女
は
ボ
ラ

イ
に
対
す
る
以
前
の
威
圧
的
な
態
度
を
恥
じ
、
自
分
の
生
き
方
が
闇
に
覆
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
悟
る
。
形
ば
か
り
の
夫
婦
で
は
あ
っ
た
が
、
彼
女
は
ボ
ラ
イ
親

子
の
故
郷
の
家
に
身
を
寄
せ
る
。」

　

以
上
の
内
容
で
あ
る
。
続
い
て
物
語
は
、「
10 
出
発
」
を
迎
え
、「
14 
暗
雲
は

晴
れ
て
」
で
完
結
に
至
る
。 

　
「
ミ
ア
ル
ダ
イ
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
勉
学
に
励
む
。
ボ
ラ
イ
は
入
隊
し
て
前
線

に
出
る
。
彼
女
は
あ
る
時
偶
然
、義
理
の
伯
母
（
父
の
義
姉
）
に
再
会
す
る
が
、

長
男
夫
婦
が
ポ
ル
・
ポ
ト
時
代
に
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。
そ
の

伯
母
は
ミ
ル
ア
ダ
イ
を
引
き
取
ろ
う
と
し
て
、
相
談
の
た
め
ボ
ラ
イ
の
母
親
を

訪
れ
る
。
そ
ん
な
時
、
ボ
ラ
イ
が
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
て
い
た
恋
人
チ
ャ
ン
ナ

ー
を
伴
っ
て
現
れ
る
。
彼
女
は
ポ
ル
・
ポ
ト
政
権
下
、
強
制
結
婚
さ
せ
ら
れ
、

一
児
の
母
に
な
っ
て
い
た
。
夫
は
オ
ン
カ
ー
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
。
ボ
ラ
イ
は

チ
ャ
ン
ナ
ー
の
子
の
父
親
に
な
る
決
意
を
し
た
、
と
ミ
ル
ア
ダ
イ
に
打
ち
明
け

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ミ
ル
ア
ダ
イ
の
気
持
ち
を
試
そ
う
し
て
ボ
ラ
イ
が
仕
組

ん
だ
芝
居
で
あ
っ
た
。
チ
ャ
ン
ナ
ー
の
夫
は
殺
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
試
さ

れ
て
い
る
と
は
知
ら
な
い
ミ
ア
ル
ダ
イ
は
ボ
ラ
イ
へ
の
思
い
を
断
た
れ
、
落
胆

す
る
。
彼
女
は
ボ
ラ
イ
の
家
を
出
て
、
義
理
の
伯
母
の
家
に
身
を
寄
せ
る
。
彼

女
は
伯
母
が
次
男
と
も
ど
も
骨
董
品
の
密
輸
一
味
に
加
わ
り
、
不
正
な
金
儲
け

を
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
部
隊
か
ら
も
ど
り
、
副
検
事
に
な
っ
て
い
た
ボ
ラ

イ
は
密
輸
一
味
を
追
い
か
け
て
い
た
。
社
会
悪
を
嫌
悪
す
る
ミ
ア
ル
ダ
イ
は
、

ボ
ラ
イ
に
相
談
し
よ
う
と
す
る
が
不
在
で
あ
っ
た
。検
事
長
の
提
案
に
従
っ
て
、

ミ
ア
ル
ダ
イ
は
密
か
に
伯
母
た
ち
密
輸
一
味
の
様
子
を
窺
っ
て
い
た
。
ミ
ル
ア

ダ
イ
の
協
力
に
よ
り
伯
母
た
ち
は
逮
捕
さ
れ
る
。

　

ボ
ラ
イ
は
、ミ
ル
ア
ダ
イ
の
気
持
ち
を
試
す
た
め
に
チ
ャ
ン
ナ
ー
に
頼
ん
で
、

芝
居
を
仕
組
ん
だ
こ
と
を
彼
女
に
打
ち
明
け
、
結
婚
を
求
め
る
。
ボ
ラ
イ
は
ミ

ル
ア
ダ
イ
の
愛
を
確
認
す
る
。
時
に
、
ミ
ア
ル
ダ
イ
は
奨
学
金
を
得
て
、
五
年

間
の
留
学
に
出
か
け
る
こ
と
に
な
り
、
ボ
ラ
イ
は
可
能
性
を
高
め
よ
う
と
す
る

彼
女
を
支
援
す
る
。」

　

物
語
の
粗
筋
は
以
上
の
よ
う
に
な
る
。「
ミ
ア
ル
ダ
イ
」
と
は
カ
ン
ボ
ジ
ア

語
で「
く
ち
な
し（
の
花
）」を
意
味
す
る
こ
と
が
後
半
で
わ
か
る
。
邦
訳
名「
カ

ン
ボ
ジ
ア 

花
の
ゆ
く
え
」
の
「
花
」
に
結
び
つ
く
。
ミ
ア
ル
ダ
イ
の
心
を
暗

雲
の
ご
と
く
覆
っ
て
い
た
「
闇
」
は
消
え
、
ミ
ア
ル
ダ
イ
の
花
は
可
憐
な
姿
を

取
り
戻
す
。
物
語
の
時
代
背
景
に
関
し
て
は
、
巻
末
の
「
訳
者
あ
と
が
き
」
に

詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
大
変
参
考
に
な
る
。

　

こ
の
小
説
の
発
表
さ
れ
た
一
九
八
八
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
ベ
ト
ナ
ム
寄

り
の
ヘ
ン
・
サ
ム
リ
ン
政
権
下
に
あ
っ
た
。「
表
現
の
自
由
と
い
う
も
の
は

な
く
、
厳
し
い
検
閲
を
通
過
し
た
作
品
だ
け
が
国
営
の
印
刷
所
で
印
刷
さ
れ

た
。」（p.198

）
と
の
記
述
が
見
え
る
。
そ
の
ヘ
ン
・
サ
ム
リ
ン
政
権
も
消
え
、

一
九
九
三
年
に
は
、
総
選
挙
を
経
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
に
な
り
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
文
学
状
況
も
一
九
八
八
年
当
時
と
は
様
変
わ
り
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
本
書
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
訳
者
が
適
切
な
言
葉
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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「
本
書
『
カ
ン
ボ
ジ
ア 

花
の
ゆ
く
え
』
も
例
外
で
は
な
く
、
政
治
的
ス
ロ
ー

ガ
ン
や
語
彙
が
ち
り
ば
め
ら
れ
、
愛
国
心
に
満
ち
溢
れ
た
登
場
人
物
た
ち
は
、

反
政
府
、
反
社
会
主
義
的
な
「
敵
」
を
憎
悪
し
、
国
家
建
設
・
防
衛
の
任
務
に

忠
実
で
あ
る
。
だ
が
主
人
公
ミ
ア
ル
ダ
イ
が
過
去
を
振
り
返
る
と
い
う
場
面
を

設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
お
決
ま
り
の
パ
タ
ー
ン
を
一
切
入
れ
な
い

一
九
七
〇
年
代
前
半
の
描
写
に
物
語
の
約
三
分
の
一
を
費
や
し
、
当
時
の
若

者
の
風
俗
を
取
り
入
れ
て
彩
り
を
添
え
、
作
品
が
完
全
に
政
治
的
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
の
道
具
と
は
な
ら
ず
に
読
者
の
興
味
を
ひ
く
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。」

（p.199

）

　

こ
の
小
説
を
読
ん
で
い
て
私
は
、
歴
史
と
虚
構
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え

た
。
歴
史
の
重
み
を
小
説
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
は
、
ど
の
よ
う
に
、
ど
れ
だ
け

虚
構
化
で
き
る
か
。
文
学
作
品
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
、
ど
れ
だ
け
読
者
を
感

動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
は

異
な
る
機
能
を
も
ち
、
効
果
を
及
ぼ
す
か
ら
で
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
文
学
者

に
も
こ
れ
は
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
思
う
。

　

本
書
訳
文
は
丁
寧
で
こ
な
れ
た
文
章
に
な
っ
て
お
り
、
訳
者
の
語
学
力
と
文

章
力
を
窺
わ
せ
る
。
訳
者
は
本
書
に
先
立
ち
、『
現
代
カ
ン
ボ
ジ
ア
短
編
集
』（
大

同
生
命
国
際
文
化
基
金
、
二
○
○
一
年
）
を
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
文
学
作
品
を
安
心
し
て
日
本
語
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
訳
者
の
よ
う
な
方
が
あ
っ
て
の
こ
と
、
今
後
の
翻
訳
紹
介
の
お
仕
事
に

期
待
を
寄
せ
た
い
。

　

著
者
の
パ
ル
・
ヴ
ァ
ン
ナ
リ
ー
レ
ア
ク
氏
に
は
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
国
王
文
学
賞

受
賞
作
の
長
編
『
忘
れ
得
ず
』
な
ど
、
他
に
も
優
れ
た
作
品
が
あ
る
よ
う
で
、

興
味
が
引
か
れ
る
。
ま
た
、
氏
は
小
説
家
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
シ
ナ
リ
オ

ラ
イ
タ
ー
、
作
詞
家
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
パ
ル
・
ヴ
ァ
ン
ナ
リ
ー
レ
ア
ク
氏
は
独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金

ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
の
招
聘
に
よ
り
、本
書
刊
行
間
も
な
い
昨
年
十
一
月
に
来
日
、

講
演
さ
れ
て
い
る
。
同
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
の
企
画
「
開
高
健
記
念
ア
ジ
ア
作
家

講
演
会
シ
リ
ー
ズ
」
は
こ
れ
で
十
三
回
目
を
迎
え
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
口
健
一
）


